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り
申
込
。　

※
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書
留
等
に
よ
り
郵

便
物
の
追
跡
が
で
き
る
方
法
で
。

信
州
安
全
・
安
心
な
宿
魅
力
向
上
事
業
の
補
助
金
申
請

　

県
内
宿
泊
事
業
者
が
行
う
感
染
防
止
対
策
や
新
た
な

観
光
需
要
に
対
応
す
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
補
助
金

の
申
請
期
間
は
１
月
一
杯
で
締
切
。

▽
支
援
対
象
者　

県
内
宿
泊
事
業
者

▽
支
援
対
象
経
費
（
※
令
和
２
年
５
月
14
日
以
降
に
取

り
組
ん
だ
も
の
が
対
象
）

①
宿
泊
事
業
者
が
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に

対
応
す
る
た
め
に
行
う
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
必
要
と

な
る
経
費
（
例
：
マ
ス
ク
、
手
指
消
毒
液
、
ア
ク
リ
ル

板
他
）

②
新
た
な
観
光
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
取
組
に
係
る

経
費
。（
例
：
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
設
備
の
整
備
、
非

接
触
シ
ス
テ
ム
の
導
入
他
）

▽
支
援
の
上
限
額

客
室
数
に
応
じ
て
支
援
対
象
経
費
の
上
限
額
が
設
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
３
分
の
２
以
内
の
金
額
を
支
援
。

【
総
事
業
費
の
上
限
額
／
う
ち
①
上
限
額
／
補
助
上
限

額
】

～
９
室
／
１
０
０
万
円
／
20
万
円
／
66
万
４
千
円

～
29
室
／
２
０
０
万
円
／
40
万
円
／
１
３
３
万
３
千
円

▽
申
請
期
間　

令
和
４
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で

▽
申
請
方
法
・
お
問
い
合
わ
せ
先

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
又
は
必
要
書
類
を

左
の
宛
先
へ
郵
送
（
申
請
様
式
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

〒
３
８
０
―
０
８
２
４
長
野
県
長
野
市
南
石
堂
町
１
２

８
２
―
１
１
長
栄
第
１
ビ
ル
１
階

信
州
安
全
・
安
心
な
宿
魅
力
向
上
事
業
事
務
局
（
電
話

０
２
６
・
２
１
９
・
６
７
１
８
）。

◎
食
パ
ン
工
房
＆
カ
フ
ェ
「
ハ
グ
リ
コ
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
」
オ
ー
プ
ン

　
「
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ 

ハ
グ
リ
コ
」（
山

川
貴
司
店
主
）
の
２
号
店
が
、
古
城
の
キ

ャ
ッ
ス
ル
ス
ク
エ
ア
１
階
に
先
月
オ
ー
プ

ン
。
食
パ
ン
は
「
角
食
パ
ン
」「
レ
ー
ズ

ン
パ
ン
」「
山
型
食
パ
ン
」
の
３
種
類
。

併
設
さ
れ
た
カ
フ
ェ
で
は
16
種
類
の
ト
ー

ス
ト
ア
レ
ン
ジ
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。
ド
リ

ン
ク
、
ス
ー
プ
セ
ッ
ト
あ
り
。
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
も
可
。

　

営
業
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
６

時
。
水
曜
定
休
。

　

長
野
県
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
拡
大
防
止
協
力

金
」
の
受
給
者
が
対
象
と
な
る
「
小
諸
市
飲
食
業
等
特

別
支
援
金
」
の
申
請
期
間
は
１
月
一
杯
で
締
切
。

▽
申
請
期
間　

令
和
４
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で　

※

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

▽
支
給
額　

１
事
業
者
当
た
り
10
万
円

▽
給
対
象
者
及
び
支
給
要
件

小
諸
市
内
に
店
舗
が
あ
り
、
引
き
続
き
事
業
継
続
の
意

思
が
あ
る
飲
食
業
者
等
で
、
申
請
日
現
在
も
営
業
し
て

い
る
こ
と
。（
市
外
に
本
社
が
あ
っ
て
も
、
市
内
に
店

舗
等
が
あ
れ
ば
対
象
）

・
長
野
県
が
実
施
し
て
い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

拡
大
防
止
協
力
金
」の
支
給
を
受
け
て
い
る
こ
と
。（
令

和
３
年
８
月
９
日
～
９
月
８
日
の
間
の
長
野
県
の
要
請

に
協
力
し
て
い
る
こ
と
）

・
業
種
ご
と
の
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守

し
、
長
野
県
が
進
め
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
推
進
宣
言

の
店
」
と
し
て
販
売
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ

て
い
る
こ
と
。

▽
申
請
書
類

①
小
諸
市
飲
食
業
等
特
別
支
援
金
申
請
書
兼
請
求
書
・

誓
約
書
（
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

②
店
頭
等
に
掲
示
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
推
進
宣
言

の
店
」
の
ポ
ス
タ
ー
の
写
真
（
※
ポ
ス
タ
ー
は
当
所
で

も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。）

③
食
品
衛
生
法
に
規
定
す
る
許
可
証
の
写
し

④
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
協
力
金
」
の
振

込
通
知
等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
協
力
金

の
支
給
が
わ
か
る
書
類
（
第
１
期
第
２
期
両
方
）

⑤
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
（
口
座
番
号
、
口
座

名
義
な
ど
が
確
認
で
き
る
部
分
）

▽
申
請
方
法　

申
請
期
間
内
に
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ

小
諸
市
飲
食
業
等
特
別
支
援
金
に
つ
い
て

こ
も
ろ
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合

�

理
事
長　

小
林�

敬
志

小
諸
青
色
申
告
会　

�

会
長　

別
府�

福
雄

（
一
社
）
佐
久
法
人
会
小
諸
支
部

�

支
部
長　

塩
川�

秀
忠

大
浅
間
火
煙
太
鼓
保
存
会

�

会
長　

小
林�

敬
志

小
諸
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
会

�

会
長　

渡
辺�

頼
雄

佐
久
溶
接
協
会

�

会
長　

長
岡
創
一
郎

小
諸
機
工
同
友
会

�

会
長　

室
賀�　
信

小
諸
商
店
会
連
合
会

�

会
長　

高
橋�

義
英

小
諸
職
業
安
定
協
会

�

会
長　

塩
川�

秀
忠

自
動
車
整
備
振
興
会
小
諸
分
会

�

分
会
長　

清
水　

憲
一

新春誌上名刺交換

掲載事業所募集！
　こちらのコーナーは、会員事業所
の皆様のフリーＰＲスペースとして
ご利用いただけます。セールやイベ
ントの告知など、ご自由にお使いい
ただけます。
　毎月 10 日頃までに、文字数 150
～ 170 文字程度でＰＲ内容をご記
入いただき、当所までＦＡＸ（２２・
９０３０）またはメール（kcci@
komoro.org）にてご連絡ください。
　 お 問 い 合 わ せ は 当 所（ ２ ２・
３３５５）まで。
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お問い合わせ先

国の教育ローンのご案内
○融資限度額　お子さま１人につき　上限350万円
　　　　　　　※一定の要件に該当する場合は上限450万円（詳しくはホー
　　　　　　　ムページをご覧ください）
○ご返済期間　15年以内
　　　　　　　※一定の要件に該当する場合は18年以内（詳しくはホームペ
　　　　　　　ージをご覧ください）
○お使いみち　・学校納付金（入学金、授業料、施設設備費など）
　　　　　　　・受験にかかった費用（受験料、受験時の交通費、宿泊費など）
　　　　　　　・住居にかかる費用（アパート、マンションの敷金、家賃など）
　　　　　　　・教科書代、教材費、パソコン購入費用、学生の国民年金保険料など）
　　　　　　　※今後１年間に必要となる費用がご融資の対象です。
　　　　　　　※入学資金については、原則入学月の翌月末までご融資が可
　　　　　　　能です。　

日本政策金融公庫　教育ローンコールセンター電話：0570-008656

小諸商工会議所　掛川興太郎　会頭

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
希
望
を
抱
き
お
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
災
禍
は
早
２

年
に
及
び
ま
す
。
昨
年
秋
に
は
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
経
済
活
動
が
動
き
出
し
ま
し
た
が
、
足
元
の

原
油
高
を
起
因
と
す
る
ガ
ソ
リ
ン
等
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
や
原
材
料
、
諸
物
価
の
上
昇
に
加
え
円
安
の

進
行
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
回
復
に
と
っ
て

重
荷
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
末
に
は
、
新
変
異

株
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出
現
し
、
防
疫
面
、
経
済
面

と
も
に
再
び
注
意
が
必
要
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
の
小
諸
は
、
新
年
早
々
コ
ロ
ナ
の

猛
威
に
襲
わ
れ
、
２
週
間
に
わ
た
り
一
部
地
域
の

飲
食
店
は
時
短
や
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

苦
境
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
れ
ま
で
構
想
を
あ

た
た
め
て
き
た
デ
リ
バ
リ
ー
事
業
「
こ
も
ろ　

い

ー
つ
。」
を
１
月
15
日
に
は
ス
タ
ー
ト
、
３
月
ま
で

の
お
よ
そ
２
ヵ
月
間
実
施
し
ま
し
た
。
相
生
坂
公

園
で
は
、
一
昨
年
５
月
に
始
め
た
お
弁
当
出
張
販

売
事
業
「
フ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ
」
を
現
在
も
続
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
は
日
常

化
し
飲
食
店
で
は
ス
マ
ホ
に
よ
る
注
文
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
デ
ジ
タ

か
で
安
心
な
市
民
生
活

　
日
常
に
溢
れ
る
小
諸
目
指
す
―

豊
ル
化
が
加
速
し
ま
し
た
。
東
京
・
首
都
圏
に
代
表

さ
れ
る
集
中
型
社
会
の
脆
弱
性
や
過
度
な
密
が
も

た
ら
す
感
染
リ
ス
ク
は
、
分
散
型
社
会
へ
の
移
行

を
促
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
移
住
が
進
み
ま
し
た
。

多
様
性
・
個
が
尊
重
さ
れ
る
時
代
そ
し
て
人
口
減

少
社
会
に
あ
っ
て
、
健
康
、
幸
福
、
女
性
活
躍
な

ど
諸
々
の
観
点
か
ら
も
、
今
後
は
、
分
散
型
社
会

へ
と
社
会
構
造
は
確
実
に
変
化
し
て
い
く
も
の
と

感
じ
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
方
に
と
っ
て
は
正
に
追

い
風
で
す
。

化
を
的
確
に
受
止
め
、
独
自
の
付
加
価
値
を
も
っ

て
商
売
に
立
ち
向
か
う
、
強
い
意
思
と
行
動
力
で

す
。

　

定
住
人
口
一
人
当
た
り
の
年
間
消
費
額
は

１
３
０
万
円
前
後
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
移
住
等
に

よ
る
人
口
流
入
は
、
地
域
の
活
性
化
に
と
っ
て
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
ま
す
。
活
力
あ
る

小
諸
を
目
指
し
、
要
望
・
提
言
活
動
と
伴
に
、
移
住
・

定
住
策
を
含
め
可
能
な
限
り
の
政
策
を
動
員
し
て

委
員
会
活
動
な
ど
を
続
け
ま
す
。

　

会
議
所
や
職
員
の
役
割
・
使
命
は
、
会
員
の
皆

様
に
寄
り
添
い
、
共
に
悩
み
考
え
、
時
に
は
背
中

を
押
す
な
ど
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
お
応
え
す
る
こ
と
、

皆
様
の
〝
お
役
に
た
つ
こ
と
〟
に
あ
り
ま
す
。
私

達
は
今
、な
お
コ
ロ
ナ
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。
融
資
・

資
金
繰
り
、
事
業
の
見
直
し
再
構
築
、
事
業
承
継
、

創
業
、
補
助
金
対
応
、
福
祉
増
進
な
ど
、
皆
様
方

の
抱
え
る
諸
課
題
を
し
っ
か
り
受
け
と
め
、
使
命

を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

　

小
諸
商
工
会
議
所
は
、
一
段
と
健
康
管
理
、
衛

生
管
理
に
努
め
、「
感
染
防
止
対
策
と
社
会
経
済

活
動
」
の
適
切
な
運
用
に
努
め
ま
す
。
市
や
議
会
、

諸
団
体
等
と
連
携
・
協
力
し
、
小
諸
の
10
年
、
20

年
先
の
あ
る
べ
き
姿
、
事
業
者
が
活
き
活
き
と
事

業
活
動
に
勤
し
み
、
豊
か
で
安
心
な
市
民
生
活
が

日
常
に
溢
れ
る
小
諸
を
目
指
し
、
全
力
で
活
動
を

続
け
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
実
り
多

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

Voice to the future

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
10
月
、
市
が
進
め
る
「
多

極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
」

最
後
の
大
型
施
設
「
こ
も
テ
ラ
ス
」
が
開
設
し
ま

し
た
。
一
方
、
伝
統
的
建
物
の
保
存
が
進
む
旧
北

國
街
道
沿
い
や
駅
周
辺
に
は
、
新
た
な
出
店
が
続

き
ま
す
。
小
諸
は
今
「
新
し
い
も
の
（
人
や
商
売
、

建
物
な
ど
）
と
古
い
そ
れ
ら
」
が
共
存
す
る
新
た

な
局
面
に
あ
り
ま
す
。
今
、
じ
っ
と
身
を
潜
め
、

こ
の
一
時
を
や
り
過
ご
し
た
と
し
て
も
、
コ
ロ
ナ

後
の
社
会
は
決
し
て
コ
ロ
ナ
以
前
に
戻
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と
は
、
時
代
や
環
境
変
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芝
生
田
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
八
億
」（
宮
本
光
慶
社
長
）
は
、
長
野

県
産
を
中
心
に
Ａ
４
等
級
以
上
の
和
牛

を
提
供
。
仕
入
れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
Ａ

５
等
級
の
よ
り
良
質
な
精
肉
を
提
供
す

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

価
格
は
厳
選
和
牛
上
ロ
―
ス
、
厳
選

和
牛
上
カ
ル
ビ
（
各
１
４
８
０
円
）、
和

牛
ロ
ー
ス
、
和
牛
カ
ル
ビ
（
各
９
８
０

円
）。
お
得
な
予
約
焼
肉
コ
ー
ス
メ
ニ

ュ
ー
は
２
０
０
０
円
～
（
例
：
上
タ
ン
、

和
牛
カ
ル
ビ
、
和
牛
ロ
ー
ス
、
牛
ホ
ル

モ
ン
、
焼
野
菜
、
サ
ン
チ
ュ
、
チ
ヂ
ミ
、

チ
ャ
プ
チ
ェ
、
ナ
ム
ル
、
キ
ム
チ
、
カ

ク
テ
キ
）。
ま
た
プ
ラ
ス
１
５
０
０
円
で

ア
ル
コ
ー
ル
飲
み
放
題
。

　

今
年
で
創
業
57
年
を
迎
え
た
同
店
は
、

焼
肉
を
は
じ
め
、
和
食
、
洋
食
な
ど
全

て
手
作
り
の
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ

え
て
い
る
。

　

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
（
５
０
０
円
～
）

は
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
ラ
ン
チ
を
低
価

格
で
提
供
。
日
曜
、
祝
日
を
除
く
午
後

３
時
ま
で
。
1
番
人
気
の
「
八
億
定
食
」

（
１
０
８
９
円
）
は
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
ハ
ン

バ
ー
グ
、生
姜
焼
き
、刺
身
が
味
わ
え
る
。

　

宴
会
は
、
人
数
に
合
わ
せ
て
50
人
ま

で
。
個
室
予
約
も
受
付
け
て
い
る
。
宮

本
社
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
元
に
愛
さ

れ
る
お
い
し
い
食
事
を
提
供
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
弁
当
や
盛
込
み
料
理
な

ど
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
予
算
に
合
わ
せ
て

対
応
し
て
い
る
。
今
後
は
「
焼
肉
食
べ

放
題
」
の
実
施
も
予
定
し
て
い
る
。

良
質
な
牛
肉
が
自
慢

　 
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
八
億

活力ある事業所情報

　

柏
木
の
自
動
車
整
備
，
販
売
を
行
う

「
浅
間
自
動
車
」（
今
安
正
和
社
長
）
は
、

初
期
費
用
0
円
、
ボ
ー
ナ
ス
払
な
し
、

毎
月
定
額
で
新
車
に
乗
れ
る
個
人
向
け

カ
ー
リ
ー
ス
「
お
ト
ク
に
マ
イ
カ
ー
定

額
カ
ル
モ
く
ん
」
の
取
扱
い
を
始
め
た
。

　

車
は
国
産
全
車
種
か
ら
グ
レ
ー
ド
、

オ
プ
シ
ョ
ン
装
備
な
ど
を
自
由
に
選
べ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
１
台
で
リ
ー
ス
契
約
が

で
き
る
。
リ
ー
ス
期
間
は
1
年
か
ら
最

長
11
年
で
選
べ
、
7
年
以
上
の
リ
ー
ス

契
約
で
は
走
行
距
離
の
制
限
は
な
し
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
オ
プ
シ
ョ
ン
を
同
時

申
込
で
、
車
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

な
ど
も
含
め
た
定
額
プ
ラ
ン
に
も
対
応
。

そ
の
他
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
リ
ー
ス
満
了

後
に
は
そ
の
ま
ま
車
を
も
ら
え
る
プ
ラ

ン
も
選
択
可
能
。

　

今
安
社
長
は
「
毎
日
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
自
動
車
を
定
額
で
安
心
し
て
使

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
高
い
技
術
力
と

最
良
の
サ
ー
ビ
ス
で
期
待
に
応
え
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

現
在
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
来

店
特
典
で
除
菌
ス
プ
レ
ー
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
中
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答

え
て
紹
介
者
が
契
約
に
な
っ
た
場
合
、

両
者
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
１
万
円
分
プ

レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
し

て
い
る
。

　

同
社
は
軽
自
動
車
か
ら
大
型
特
殊

自
動
車
ま
で
の
様
々
な
車
に
対
応
し

た
定
期
点
検
整
備
、
車
検
整
備
、
故

障
修
理
や
板
金
修
理
な
ど
の
他
、
新

車
、
中
古
車
販
売
か
ら
自
動
車
保
険

の
販
売
も
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
車

に
関
す
る
こ
と
は
す
べ
て
一
貫
し
て

対
応
が
可
能
。

個
人
向
け
カ
ー
リ
ー
ス
を
開
始

 

　
　 

　
　
　
　
　
　
浅
間
自
動
車

●柏木 197-1 ● TEL：22-0892 ●営業時間：8 時半～ 17 時 日、祝日定休

●滋野甲 1197-3　● TEL：23-5878　●営業時間： 11 ～ 24 時　木曜定休
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焼
き
菓
子
製
造
、
販
売
の
「
オ
ト
ヒ

カ
リ
」（
安
藤
明
子
代
表
）
は
、
素
材
に

こ
だ
わ
っ
た
菓
子
で
人
気
を
得
て
い
る
。

　

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
菓
子
で
使
用
し

て
い
る
米
粉
は
「
さ
く
さ
く
農
園
」（
小

諸
市
）
の
無
農
薬
米
。

そ
の
他
の
材
料
も
出
来
る
限
り
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
素
材
を
使
用
し
て
い
る
。

　

お
勧
め
の
「
ひ
よ
こ
豆
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」

（
３
８
０
円
）
は
、
素
朴
で
ど
こ
か
懐
か

し
い
甘
さ
控
え
め
な
ビ
ス
ケ
ッ
ト
。
ア

ー
モ
ン
ド
の
香
ば
し
さ
、
メ
ー
プ
ル
の

優
し
さ
、
米
粉
の
美
味
し
さ
、
シ
ン
プ

ル
で
素
材
の
お
い
し
さ
が
引
き
立
つ
。

ま
た
、
栄
養
価
の
高
い
ひ
よ
こ
豆
の
粉

が
入
っ
て
お
り
タ
ン
パ
ク
質
を
含
む
お

や
つ
は
満
足
感
も
高
い
と
好
評
だ
。

　
「
美
容
に
良
い
ス
イ
ー
ツ
」
と
し
て

現
在
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ロ
ー
ス
イ

ー
ツ
」
は
、
48
℃
以
上
の
熱
を
か
け

ず
に
３
日
間
か
け
て
製
造
し
て
い
る

た
め
、
素
材
が
持
つ
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
、
食
物
酵
素
を
生
か
し
た
ま

ま
体
内
に
摂
り
入
れ
る
こ
と
で
人
気
。

卵
や
乳
製
品
、
小
麦
粉
、
白
砂
糖
は

使
わ
ず
、
酸
化
し
に
く
い
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル
を
使
用

す
る
こ
と
で
良
質
な
オ
イ
ル
を
摂
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。 

　

安
藤
代
表
は
「
自
然
の
素
材
を
使

用
し
て
い
る
体
に
優
し
い
お
菓
子
な

の
で
子
ど
も
に
も
ぜ
ひ
食
べ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
す
。

　

商
品
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

（https://pure-plants.com
/

）
や

「
農
カ
フ
ェ
わ
の
ん
」（
小
諸
市
）、「
ヘ

ル
シ
ー
テ
ラ
ス
」「YUSHI CAFE

（
ユ

ー
シ
カ
フ
ェ
）」（
佐
久
市
）
で
購
入

で
き
る
。
今
後
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
開
設
予
定
。

掲載情報を募集しています ! TEL.0267-22-3355/FAX.0267-23-9030
E-mail:kcci@komoro.org

　

耳
取
の
住
宅
補
修
専
門
「
Ａ
ｓ
ａ
ｍ

ａ　

Ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ（
ア
サ
マ
ク
ラ
フ
ト
）」

（
佐
藤
紘
一
代
表
）
は
、「
交
換
」
で
は

な
く
「
直
す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
住
宅
や

賃
貸
物
件
、
店
舗
を
は
じ
め
と
す
る
木

部
や
サ
ッ
シ
な
ど
の
ハ
ウ
ス
リ
ペ
ア
を

行
っ
て
い
る
。「
リ
ペ
ア
」
と
は
、
傷
が

つ
い
た
箇
所
を
修
復
し
元
の
状
態
へ
と

限
り
な
く
近
づ
け
る
工
法
や
技
術
。

　

取
替
え
工
事
と
比
べ
工
期
が
短
期
間

で
低
価
格
、
ゴ
ミ
の
軽
減
と
経
済
的
に

も
優
し
い
工
法
と
し
て
注
目
さ
れ
、
ホ

テ
ル
や
商
業
施
設
か
ら
の
依
頼
も
多
い

と
い
う
。

　

佐
藤
代
表
は
「
地
球
環
境
に
配
慮
し

た
リ
ペ
ア
技
術
で
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
。
大
小
色
々
な
傷
、 

ア
ル
ミ
サ

ッ
シ
の
凹
み
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
建
て

具
の
傷
、
ビ
ス
穴
な
ど
を
し
っ
か
り
と

修
復
で
き
る
」
と
話
す
。

　

料
金
は
半
日
（
３
時
間
程
度

１
８
０
０
０
円
税
別
～
）、
１
日
（
７
時

間
ま
で
３
０
０
０
０
円
税
別
～
）。
小
さ

な
傷
１
ヵ
所
の
み
な
ど
ス
ポ
ッ
ト
料
金

で
も
対
応
可
能
で
要
相
談
。
個
人
、
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
、
賃
貸
物
件
管
理
会
社

問
わ
ず
依
頼
は

随
時
受
付
中
。

施
行
事
例
は
Ｑ

Ｒ
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
確
認
で

き
る
。

リ
ペ
ア
工
法
で
住
宅
の
傷
を
修
復

　
　
　
　
　
ア
サ
マ
ク
ラ
フ
ト

● TEL：090-8818-1745　● Mail：otohikari2020@gmail.com

●耳取７７８－３　● TEL：27-0558　●営業時間：9 ～ 17 時　日、祝日定休　● HP：https://asamacraft.com/

素
材
を
生
か
し
た
菓
子
販
売

 　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ト
ヒ
カ
リ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
経
済

も
よ
う
や
く
回
復
基
調
に
転
じ
ま
し
た
が
、

依
然
力
強
さ
を
欠
き
、
業
種
や
規
模
に
よ

り
回
復
度
合
い
が
異
な
る
「
Ｋ
字
型
回
復
」

の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨
年
政
府
が

決
定
し
た
「
新
た
な
経
済
対
策
」
の
着
実

な
実
行
は
も
と
よ
り
、
国
民
が
日
本
の
将

来
に
つ
い
て
明
る
い
希
望
を
抱
け
る
よ
う

な
、
新
た
な
成
長
と
発
展
へ
の
道
筋
を
明

確
に
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

第
２
次
岸
田
内
閣
の
発
足
以
降
、
政
府

は
「
新
し
い
資
本
主
義
」
を
掲
げ
、「
成
長

と
分
配
の
好
循
環
」「
コ
ロ
ナ
後
の
新
し
い

社
会
の
開
拓
」
に
向
け
て
議
論
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。私
は
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
、「
強

く
豊
か
な
国
で
な
け
れ
ば
有
事
の
際
に
国

民
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
が
、
日
本
を
危
機
に
対
す

る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
備
え
た
強
い
豊
か
な

国
に
す
る
た
め
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら

か
に
な
っ
た
社
会
課
題
の
解
決
と
経
済
成

長
を
車
の
両
輪
と
し
て
同
時
に
実
現
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

わ
が
国
が
社
会
課
題
を
解
決
す
る
と
同

時
に
経
済
成
長
を
図
る
た
め
に
は
、
一
国

の
豊
か
さ
を
示
す
総
合
的
な
指
標
で
あ
る

「
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
の
引
き
上
げ
を
国

全
体
の
目
標
と
し
て
掲
げ
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
の
生
産
性
向
上
と
潜
在
成
長
率
の
底

上
げ
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
課
題
認
識
を
踏
ま
え
、
わ
れ
わ
れ
商
工

会
議
所
は
本
年
、
特
に
以
下
３
点
に
つ
い

て
重
点
的
な
取
り
組
み
を
実
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

第
一
は
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
中
小

企
業
の
生
産
性
向
上
」
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
加
速
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ
を
、
業

務
効
率
化
に
留
ま
ら
ず
、
越
境
Ｅ
Ｃ
等
を

通
じ
た
販
路
拡
大
、
さ
ら
に
は
業
態
転
換

な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
変
革
に
ま
で
広
げ
る
経

営
力
向
上
の
柱
と
し
て
強
力
に
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
は
「
事
業
再
構
築
、
取
引
適
正
化

等
を
通
じ
た
付
加
価
値
の
向
上
」
で
す
。

商
工
会
議
所
に
よ
る
伴
走
型
の
経
営
相
談

体
制
の
強
化
に
よ
り
、
事
業
承
継
や
事
業

の
再
生
・
再
構
築
を
後
押
し
し
、
経
営
の

効
率
化
や
付
加
価
値
創
出
力
の
向
上
を
強

力
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
は
「
地
域
ぐ
る
み
の
地
方
創
生
の

推
進
」
で
す
。
東
京
一
極
集
中
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
実
際
に
は
一
次
産
業
の
成
長
産

業
化
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
た
製
造
業

の
集
積
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込

み
な
ど
を
進
め
て
き
た
地
方
圏
の
方
が
、

東
京
圏
よ
り
も
高
い
経
済
成
長
率
を
実
現

し
て
お
り
ま
す
。
政
府
の
「
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
」
も
踏
ま
え
、
レ
ジ
リ

エ
ン
ト
な
日
本
の
国
土
形
成
の
た
め
に
も

不
可
欠
で
す
。
商
工
会
議
所
は
、
地
域
総

合
経
済
団
体
と
し
て
地
域
の
多
様
な
主
体

と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
地
方

創
生
を
さ
ら
に
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
日
本
商
工
会
議
所
は
今
年
で

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。「
地
域
と

と
も
に
、未
来
を
創
る
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
、
中
小
企
業
の

活
力
強
化
と
地
域
活
性
化
に
よ
る
日
本
経

済
の
持
続
的
な
成
長
の
実
現
を
目
指
し
、

５
１
５
商
工
会
議
所
と
連
合
会
、
青
年
部
、

女
性
会
、
海
外
の
商
工
会
議
所
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
力
を
最
大
限
活
用
し
、
新
し
い

時
代
を
皆
さ
ま
と
切
り
拓
い
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

小
諸
市
長�

小
泉�

俊
博

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
は
小

諸
市
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
は
二

年
に
も
及
ぶ
も
の
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

度
重
な
る
緊
急
事
態
宣
言
や
様
々
な
活
動

の
自
粛
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

《
こ
も
テ
ラ
ス
の
開
業
と
ま
ち
づ
く
り
》

　

い
ま
、
小
諸
市
が
大
き
く
変
化
を
遂
げ

て
い
ま
す
。
小
諸
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
多

極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
公

共
施
設
や
医
療
・
福
祉
施
設
、
商
業
施
設

な
ど
の
施
設
が
ま
と
ま
っ
た
エ
リ
ア
で
あ

る
中
心
拠
点
と
、
各
地
域
の
生
活
拠
点
を

充
実
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

ぶ
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
利
便
性

の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
８
月
に
は
複
合
型
中
心
拠
点
誘
導

施
設
「
こ
も
テ
ラ
ス
」
が
完
成
し
、「
ツ
ル

ヤ
小
諸
店
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
ハ
ー
ド
整
備
に
よ
り
、

市
内
各
地
域
と
公
共
施
設
や
医
療
機
関
、

金
融
機
関
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
様
々

な
小
売
店
が
集
積
さ
れ
た
中
心
市
街
地
を

充
実
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

び
、
一
度
の
外
出
で
ほ
と
ん
ど
の
用
事
を

済
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

《
人
口
減
少
へ
の
対
応
》

　

地
方
都
市
に
と
っ
て
人
口
減
少
は
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
全
国
の
自

治
体
で
パ
イ
を
奪
い
合
う
状
況
の
中
で
は
、

転
出
者
を
低
く
抑
え
、
転
入
者
を
増
や
し

て
い
く
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
重
要
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
小
諸
市
は
、

雇
用
の
場
や
街
の
魅
力
創
出
、
子
育
て
環

境
の
充
実
や
住
環
境
の
整
備
な
ど
様
々
な

面
で
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
働
き
方
の
変

化
も
相
ま
っ
て
、
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
「
人
口
の
社
会
増
」
が
成
果
を
挙
げ

始
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
動
き

を
加
速
さ
せ
、「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指

し
て
取
り
組
み
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
》

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
私
た
ち
の
生

活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

未
だ
特
効
薬
が
な
い
中
で
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
い
わ
ば
切
り
札
と
な
っ
て
お
り
、
小

諸
市
も
全
力
で
接
種
事
業
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。
小
諸
市
で
は
、「
小
諸
モ
デ

ル
」
と
呼
ば
れ
る
方
式
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
年
代
ご
と

に
確
実
に
実
施
し
て
い
く
方
式
を
採
用
し

た
た
め
、
県
内
各
市
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
接
種
率
と
な
っ
て
お
り
、
予
約
が
で

き
な
い
と
い
っ
た
混
乱
も
な
く
、
非
常
に

ス
ム
ー
ズ
な
接
種
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
接
種
事
業
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

は
じ
ま
り
ま
す
、
３
回
目
の
接
種
に
つ
き

ま
し
て
も
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新年のご挨拶

日
本
商
工
会
議
所
会
頭�

三
村�

明
夫
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の

感
染
拡
大
に
伴
い
、
私
た
ち
女
性
会
の
活

動
も
様
々
な
事
業
を
中
止
、
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
社
会
福
祉
施
設
へ
の
タ
オ
ル

寄
贈
や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
を
は
じ
め
、

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
「
打
ち
水
」、
第
53
回
全
国
商
工
会
議

所
女
性
会
連
合
会
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
へ
の

参
加
な
ど
、
自
ら
の
研
鑽
も
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

12
月
に
は
、
２
年
ぶ
り
に
日
帰
り
視
察

研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
諸

商
工
会
議
所
が
運
営
し
て
い
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
は
じ
め
と
し
て
、
相
生
町

や
本
町
、
荒
町
に
創
業
し
た
店
舗
の
視
察

見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

創
業
に
至
っ
て
の
熱
い
想
い
、
コ
ロ
ナ

女
性
会
会
長　

田
澤�

幸
枝

　

謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
私
共
青
年
部
の
活
動
に
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
例
年
行
っ
て
い
た
青
年
部
の

事
業
を
実
施
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

か
ら
の
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
計
画

し
て
い
ま
し
た
が
、
度
重
な
る
感
染
拡
大

に
よ
り
早
々
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が

決
ま
り
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
ず
、
歯

が
ゆ
い
1
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
何
と
か
青
年
部
な
ら
で
は

の
事
業
を
実
施
し
た
い
と
思
い
、
二
回
目

と
な
る「
小
諸
人
の
晩
ご
は
ん
」を
実
施
し
、

大
変
多
く
の
利
用
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
新
た
な
小
諸
人
グ
ッ
ズ
の
キ
ャ
ッ

プ
を
製
作
し
、
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
の
販

売
も
検
討
中
で
す
。

　

こ
の
他
、
感
染
対
策
を
行
っ
た
上
で
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
、
会
員
同
士

の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

感
染
状
況
が
収
ま
っ
て
来
た
か
と
思
え

ば
新
た
な
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
出
て
く
る
な

ど
心
配
の
種
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中

で
も
出
来
る
事
を
探
し
、
先
輩
方
が
築
い

て
き
た
伝
統
を
守
り
つ
つ
新
た
な
事
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
青
年
部
活
動
を
「
エ
ボ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
～
新
し
い
時
代
へ
進
化
・
発

展
」
さ
せ
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

青
年
部
会
長　

吉
田　

俊

新年のご挨拶

禍
で
も
負
け
じ
と
奮
闘
さ
れ
る
姿
や
創
業

先
を
小
諸
に
選
ん
だ
理
由
な
ど
を
聞
き
、

改
め
て
小
諸
の
底
力
と
魅
力
に
気
付
か
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

２
月
に
は
、東
信
三
商
工
会
議
所（
小
諸
・

佐
久
・
上
田
）
女
性
会
主
催
の
「
若
手
後

継
者
等
育
成
事
業
」
講
演
会
の
開
催
も
控

え
て
お
り
、
女
性
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
皆
様
に
女
性
会
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
私
た
ち
会
員
も
一
歩
一
歩
前

進
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

今
後
も
会
員
相
互
の
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
地
域
経
済
の
発
展
の
為
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

す
。

　
「
青
年
部
で
活
動
す
る
メ
リ
ッ
ト
と

は
？
」
と
問
わ
れ
る
事
も
多
々
あ
り
ま
す

が
、
私
は
「
会
員
同
士
の
交
流
」
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
目
先
の
利
益
で
は
な
く
、

交
流
や
研
修
を
通
じ
て
、
経
営
者
や
後
継

者
と
し
て
の
自
己
研
鑽
す
る
環
境
を
与
え

て
く
れ
る
場
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
入
会
以
前
は
取
引
先
と
し
か

会
話
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

青
年
部
を
通
じ
て
多
く
の
他
業
種
の
仲
間

と
知
り
合
う
事
が
で
き
、
と
て
も
良
い
刺

激
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
に
は
、
小
諸
を
愛
し
小
諸
で
商

売
を
す
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
た
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　

青
年
部
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
商
工

会
議
所
、
ま
た
は
お
近
く
の
青
年
部
会
員

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
工
業
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
合
同
委
員
会

12
月
１
日

・
信
州
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
電
気
・

　

富
士
フ
ィ
ル
ム
と
の
合
弁

　

会
社
の
取
組
み
に
つ
い
て

・
事
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

と
の
意
見
交
換
会

◆
建
設
委
員
会

12
月
９
日

・
来
年
度
の
事
業
計
画
に
つ

　

い
て

◆
商
業
委
員
会

12
月
15
日

・
来
年
度
の
事
業
計
画
に
つ

　

い
て

・
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ　

Ｆ
Ｏ
Ｏ

　

Ｄ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
に
つ
い

　

て
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に

　

つ
い
て

◆
観
光
委
員
会

12
月
15
日

・
今
後
の
委
員
会
事
業
に
つ

　

い
て

◆
経
済
環
境
委
員
会

12
月
23
日

・
金
融
講
習
会

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ミ

　

ナ
ー
に
つ
い
て

委員会だより 12 月の議題

女性会
市
内
日
帰
り
視
察

新
規
創
業
店
巡
る

　

当
所
女
性
会
（
田
澤
幸
枝
会
長
）
は

12
月
２
日
、
小
諸
市
内
に
て
視
察
研
修

を
行
い
19
人
が
参
加
し
た
。

　

市
内
中
心
市
街
地
で
創
業
し
て
間
も

な
い
店
舗
を
中
心
に
視
察
を
企
画
。
▽

洋
裁
屋
ア
ト
リ
エ
▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
▽
ビ
ス
ト
ロ
ア
オ
ク
ビ
▽
デ
リ
カ

テ
ッ
セ
ン
山
吹
▽
彩
本
堂
▽
估
謨
堂（
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
）
の
６
店
舗
を
視
察
し
た
。

　

北
国
街
道
沿
い
の
元
理
容
店
屋
を
改

装
し
た
イ
タ
リ
ア
料
理
店
や
、
老
舗
味

噌
店
が
手
掛
け
る
自
家
製
ハ
ム
な
ど
、

今
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
店
舗
を
め

ぐ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
だ
わ
り
や
特
徴

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。
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〈調査の概要〉
　この調査は、小諸市内の中小企業 200 社を対象に、令和 3
年１０月から１２月までの期間の景気動向について書面調査を
行ったものである。本調査は回答のあった調査票を元に、今期
の状況と来期の見通しについて売上、経常利益をお天気マーク
でそれぞれ表示した。
　※Ｄ・Ｉとは、ディフュージョン・インデックス (Diffusion 
Index) の略で、｢増加｣・｢好転｣ したなどとする企業割合から、
｢減少｣・｢悪化｣ したなどとする企業割合を差し引いた値である。

〈業種別回答率〉
◎回答企業数及び業種内訳 200 企業
・製造業 30 企業、建設業 18 企業、卸売業 8 企業、小売業 26 企業、
サービス業 20 企業

・回答企業数 100 企業（回答率 50％）

〈概要〉
　今回は、「インボイス制度への対応」について会員企業の皆
様にアンケートにてお伺いしました。
　・制度の内容、手続きについては既に理解をしており、早期
に申請手続きを進めていく予定。　　　　　　　19 社
　・制度の内容、手続きについての知識習得はこれからであり、
今後制度の理解を進め、対応する方針。　　  21 社
　・現状は制度自体への認識が薄く、対応方針は未決定。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   　　　　24 社

※その他ご意見等があればお書きください。
　・政府の景気対策、得意先の事業計画で当社の経営をその都
度見直していく。
　・雇用対策が難しくなりそう。
　・来年のコロナの状況がどう変化していくのか、それに合わ
せて対応するしかない。

令和 3年
10 月～ 12 月期

来期（令和４年１月～３月） 　

当
所
女
性
会
（
田
澤
幸
枝
会
長
）

で
は
、
家
庭
で
利
用
さ
れ
ず
に
眠
っ

て
い
る
食
品
を
持
ち
寄
っ
て
、
生
活

困
窮
者
や
福
祉
分
野
の
施
設
・
団
体

に
お
届
け
す
る
活
動
「
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
」
を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。

　
「
特
売
で
買
っ
た
缶
詰
が
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
る
…
」「
い
た
だ
き
も
の
の

お
菓
子
が
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、
食

べ
き
れ
な
い
…
」
な
ど
、
身
の
回
り

に
眠
っ
た
ま
ま
の
食
品
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間    

１
月
31
日
（
月
）
ま
で

◆
受
付
場
所    

女性会「フードドライブ」事業
利用されない食品提供のお願い

小
諸
商
工
会
議
所
フ
ロ
ア
（
地
下
１

階
）

◆
募
集
し
て
い
る
食
品

　

長
期
間
の
保
存
が
可
能
な
も
の
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
食
品
と
し
ま
す
。

①
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も

の
。
期
限
は
３
月
１
５
日
以
降
の
も

の
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
未
開
封
の
も
の
で
、
包
装
や
外
装

が
破
損
し
て
い
な
い
も
の
。

③
生
鮮
食
品
（
肉
・
野
菜
・
果
物
等
）

以
外
の
常
温
保
存
で
き
る
も
の
。

【
例
】

・
長
期
間
常
温
保
存
の
で
き
る
も
の

（
缶
詰
、
カ
ッ
プ
麺
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、

乾
麺
な
ど
）

・
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
嗜
好
品

・
お
菓
子
類

・
調
味
料
類   

な
ど

◆
そ 

の 

他    

①
集
ま
っ
た
食
品
は
、「
小
諸
市
社
会

福
祉
協
議
会
」
を
通
し
て
、
支
援
が

必
要
と
さ
れ
る
方
・
団
体
へ
寄
付
さ

れ
ま
す
。
寄
贈
先
は
、「
小
諸
市
社
会

福
祉
協
議
会
」
へ
一
任
い
た
し
ま
す
。

②
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
食
品
に
よ
っ

て
は
、
保
存
期
間
な
ど
の
関
係
で
廃

棄
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

小諸職業安定協会
企業ガイドブックを発行

　

小
諸
職
業
安
定
協
会（
塩
川
秀
忠
会
長
）は
、

佐
久
職
業
安
定
協
会
と
共
同
で
就
職
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク「
企
業
ガ
イ
ド
佐
久
平
」を
発
行
し
た
。

　

年
に
一
度
３
千
部
を
発
行
し
、
今
回
で
22

年
目
に
な
る
。

　

本
冊
子
は
主
に
２
０
２
３
年
度
卒
業
予
定

者
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
中
心
に
作
成
し
、
都
内
や
近

隣
の
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
に
配
布
。
就
職

先
の
候
補
選
定
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
。

　

ま
た
、
当
会
が
毎
年
３
月
に
開
催
予
定
の

「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
ｉ
ｎ
佐
久
平
」
で
の
配
布

や
、
当
所
と
佐
久
市
役
所
商
工
振
興
課
で
配

布
を
す
る
ほ
か
、
電
子
版
を
小
諸
・
佐
久
職

業
安
定
協
会
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
。

　

問
合
せ
は
事
務
局
（
２
２
・
３
３
５
５
）。
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■
新
規
入
会

・
Ｊ
ー
Ｓ
Ｒ
Ｉ　

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
（
ジ
ェ
イ

ス
リ
建
機
）　

丙
５
２
―
１　

デ
ュ
ミ
ン

ダ　

バ
ン
ダ
ラ

■
代
表
者
変
更

・
こ
も
ろ
布
引
い
ち
ご
園　

倉
本
浩
行

■
事
業
所
名
変
更

・
小
山
不
動
産
→
小
山
不
動
産
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ

月１

　

佐
久
地
域
で
行
わ
れ
た
と
あ
る
食
糧
品
支
援
の
イ
ベ
ン
ト
を
見
学
し
た
。弁
当
の
無
料
配
布
と
、

コ
メ
や
缶
詰
な
ど
の
食
糧
品
の
配
布
も
合
せ
て
行
っ
た
。
会
場
で
作
業
に
当
た
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
。
百
食
分
用
意
し
た
弁
当
は
「
温
か
い
う
ち
に
食
べ
て
も
ら
お
う
」
と
配
布
時

間
に
合
せ
て
調
理
し
た
出
来
立
て
の
も
の
だ
。

　

開
始
間
も
な
く
、
高
齢
の
男
性
が
弁
当
を
受
け
取
り
に
来
た
。
深
々
と
頭
を
下
げ
な
が
ら
ス
タ

ッ
フ
に
感
謝
の
言
葉
を
か
け
、
弁
当
の
他
に
も
食
糧
品
を
袋
に
詰
め
込
ん
で
会
場
を
後
に
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
男
性
の
名
前
も
住
所
も
、
ま
た
生
活
状
況
も
聞
く
こ
と
も
な
く
見
送
っ
た
。

　

続
い
て
表
れ
た
の
は
、
大
き
な
お
腹
を
抱
え
た
30
代
と
思
わ
れ
る
女
性
と
そ
の
子
ど
も
。
ス
タ

ッ
フ
か
ら
の
電
話
で
来
た
と
い
う
。
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
分
を
含
め
、弁
当
３
個
を
持
ち
帰
っ
た
。

　

た
だ
、百
食
分
の
弁
当
は
な
か
な
か
減
ら
な
い
。「
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
Ｐ
Ｒ
だ
っ
た
た
め
、

情
報
が
行
き
届
い
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
。

　

そ
の
理
由
は
、「
必
要
と
す
る
人
た
ち
に
対
し
て
の
無
料
配
布
だ
が
、『
困
っ
て
い
る
人
は
遠
慮

な
く
ど
う
ぞ
』
と
声
を
大
に
し
て
は
言
い
に
く
い
。
逆
に
敷
居
が
高
く
な
り
、
欲
し
く
て
も
足
を

運
び
に
く
い
人
も
出
て
き
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
」。
前
回
の
無
料
配
布
で
も
弁
当
が
余

り
、
残
っ
た
弁
当
を
ス
タ
ッ
フ
が
持
ち
帰
っ
て
食
べ
た
そ
う
だ
。「
必
要
と
す
る
人
た
ち
に
も
っ

と
も
っ
と
届
け
た
い
の
に
、
な
か
な
か
届
け
ら
れ
な
い
と
い
う
現
実
は
や
っ
ぱ
り
寂
し
い
。
何
か

良
い
方
法
は
な
い
か
模
索
の
連
続
で
す
」。
帰
り
際
に
頂
い
た
弁
当
は
既
に
冷
た
く
な
っ
て
い
た

が
、
弁
当
の
底
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
思
い
が
温
か
か
っ
た
。

デュミンダ・バンダラ さん

ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
「
日
本
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

Ｊ－ＳＲＩ ＫＥＮＫＩ

▽
６
日
（
水
）

・
年
末
調
整
個
別
相
談
会　
（
10

　

時
～
）

・
税
務
相
談　
（
13
時
～
）

▽
７
日
（
木
）

・
年
末
調
整
個
別
相
談
会　
（
10

　

時
～
）

▽
11
日
（
火
）

・
経
営
相
談　
（
９
時
～
）

・
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー　
（
14
時
～
）

▽
14
日
（
金
）

・
経
営
計
画
策
定
個
別
相
談
会

　
（
10
時
～
）

・
法
律
相
談　
（
13
時
半
～
）

▽
17
日
（
月
）

・
労
務
年
金
相
談　
（
13
時
～
）

▽
18
日
（
火
）

・
青
年
部
新
年
会　
（
18
時
～
）

▽
20
日
（
木
）

・
登
記
法
律
相
談　
（
13
時
～
）

▽
28
日
（
金
）

・
女
性
会
新
年
会　
（
18
時
～
）

　西原の国道沿いで建設機械や農業機械の買取、販売
を行っています。私の仕事の基本は「真面目にきちん
とする」こと。商品自体は勿論のこと、陳列方法や店
舗の外観、看板、ロゴ、身だしなみなど、国道の通行
者に与える印象に気を配り、安心して来店してもらえ
る会社づくりを心掛けています。20 年程前にスリラ
ンカから来日した頃はまだ日本語も話せず、日本人の
妻から日本語を学びながら会社に勤め、自分の力で独
立したいという夢を叶えて、自宅の脇に構えた小屋を
出発点として起業しました。
　地道に営業活動を続けていた時、訪問先で靴をそろ
えずに入室した際、叱責を受けたことで日本の常識を
学ぶ必要性を痛感。常に人から見られているのだとい
うことを学びました。「外国人」であることが日本人
に与える印象を私自身が意識するが故に、日本人より
も日本人らしく、真面目に誠意をもって接客し、信頼
を得られるよう気を配っています。
　そうしたことが評価され、東信地域を始め関東や東
北など県外各地との取引や、私が経営するスリランカ
の会社や東南アジアへの輸出も行い好評を得ていま
す。最近では店舗付近の土地を購入し、早ければ来年
にはトラック専門の展示場の展開も計画しています。
　将来は修理工場を建設し優秀な技術者を募って自社
の商品や持ち込まれた機械の塗装、鈑金なども引き受
けたいです。また、飲食店を開いて故郷の味であるス
リランカ料理を振舞いたいとも考えています。せっか
く生まれてきたのだから様々なことにチャレンジしな
がら「建設機械といえばここ」と言ってもらえる、ナ
ンバーワンの会社を目指していきます。

　

当
所
職
員
・
浦
野
勇
次
経
営
支
援
課
課

長
補
佐
は
去
る
12
月
11
日
、
急
逝
い
た
し

ま
し
た
。
享
年
42
歳
。

　

生
前
の
ご
厚
誼
を
深
く
感
謝
し
謹
ん
で

ご
通
知
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ジェイ・スリ・建機

訃　

報

事
業
所
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ



   － 10 －
【６０２号】●発行／小諸商工会議所  小諸市相生町 3-3-12 TEL0267-22-3355 ／ FAX0267-23-9030 ●編集／㈱小諸新聞社  ●印刷／ヨダ印刷サービス㈱  


